
Project KUSATSU

福祉と観光が両立するまちづくり

観光政策の充実により
インフラ・福祉・保健・教育への

循環が確立



草津町だからこそできる 循環型福祉支援策

観光施策の充実によって

草津町だからこそできる
循環型福祉支援！

観光と福祉が両立するまちづくり

草津町のインフラ整備カテゴリA

インフラ

カテゴリB

高齢者支援 草津町の高齢者支援
カテゴリC

生活支援 草津町の生活・くらし支援
カテゴリD

子育て支援 草津町の子育て支援
カテゴリE

危機管理 草津町の危機管理



観光政策の充実により

福祉政策への循環が確立

・草津町の介護保険について

・町内巡回バス事業

・草津町老人クラブ連合会との関わり

・草津町社会福祉協議会への支援

カテゴリB
高齢者支援 草津町の高齢者支援について



草津町における介護保険について

第９期計画期間（令和６年度～令和８年度）

介護保険料 基準額（月額）
全 国 平 均 ６，２２５円
群馬県平均 ６，２０３円
草 津 町 ３，６００円

全国 第２位 安価設定
（群馬県下、最安値）

草津町は、地域特性として観光産業に特化しており、高齢者の方の働き口が多く
あることから、元気高齢者が多く介護サービスの利用抑制に繋がることで、安価

な設定が可能となっている。



東京都健康長寿医療センターとの関わりについて

草津町では高齢者の介護予防の早期から重視
「東京都健康長寿医療センター」（都老研）と

共同研究として様々な診査を事業化。

2002年 介護保険制度施行から２年後、
介護予防健康診査（にっこり健診）開始。

・専門家による診査（老人保健法+介護予防健診）
・結果説明会（介護予防教室への参加促進）
・高齢者サロン
・すぷりんぐ教室（介護予防サポーター養成）

草津町と東京都健康長寿医療センターが共同で進めてきた取組は、
草津町の介護予防に大きな効果をもたらしている。

成果（抜粋）
健康寿命年齢
男性 ０．５年 延伸
女性 １．２年 延伸

介護保険認定率
群馬県 １５．６％
草津町 １３．９％



町内循環巡回バス事業

草津温泉街の景観と調和された
レトロなデザインと

ユニバーサルデザインに配慮した
バリアフリーバスも運行

事業費総額 ５億４，７００万円

草津町民の足元と移動手段を
支える町内巡回バス

令和６年度利用者数 79,807人
※対前年比 106％増加



草津町老人クラブ連合会との関わりについて①

「地域ささえあい活動事業」

草津町から一人暮らし高齢者の「孤独死を無くしたい」黒岩町長の強い思いから、
「見守り体制の強化」「引きこもり防止」を目的とした

活動を老人クラブ連合会へ協力依頼。
草津町と老人クラブの関係が良好であったことからも、快く引き受けてもらう。

サロン活動
総開催回数 ５４８回
総参加者数６，０１２人

美化活動
総開催回数 ３３６回
総参加者数３，９２３人

シルバー守り隊
総開催回数１，３２５回
総参加者数 ２４４人

草津町負担額 一律１５０万円（毎年度）



草津町老人クラブ連合会との関わりについて②

草津町老人クラブ連合会活動支援としては各支部１０万円の支給
１０支部により構成されており 総事業費１００万円
使用用途は限定せず、各支部の必要な経費に利用が可能

※サロン活動等への利用に期待

見守り体制の強化・引きこもり防止を目的に

サロン活動に必要な道具の整備

要望調査を実施のうえ

椅子１３５台、机３３台を各支部へ配布

総事業費 １３１万円



無償配食サービス事業について
月２回ひとり暮らし高齢者
世帯へお弁当の無料配食事業

総事業費 ９，９１７千円
延べ利用人数 ７，６３８人
延べ配布数 １４，８６９食

※令和６年度までの実績

緊急事態宣言発令より外出自粛が求める中、
見守りと安否確認を兼ねるこのサービスは、

引きこもりをせざるを得ない高齢者の
不安解消と心のケアに寄与された。



福祉課管轄 草津町民生活支援 一覧

経済対策として支援給付金の実施と町民生活の支援

・定額減税や臨時特別給付事業による低所得者世帯支援 2億9,500万円
・新型コロナウイルス及び物価高騰対策の経済対策事業 7億5,800万円

地域福祉を支える社会福祉協議会への運営支援

地域を支える福祉の担い手、社会福祉協議会への支援 6億2,400万円
平成２２年より草津町の支援率 ７７％

見守りと安否確認の充実

・老人クラブによる見守り体制確立
・ひとり暮らし高齢者への無償の配食事業を実施

高齢者福祉事業【ひとり暮らし高齢者支援など】 4,100万円


